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序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は､スウェーデン国際開発援助庁（Sida）と共同で、技術協力プロ

ジェクト「ラオス森林戦略実施促進プロジェクト（FSIP）」を 2006 年 4 月から 4 年 6 ヶ月間の

計画で実施しています。 

本プロジェクトの活動終了に先立ち、プロジェクトの成果を確認し、今後のプロジェクトに

関する提言と教訓を得るべく、ラオス農林省林野局、Sida、及び JICA 間で協議の結果、アメリ

カ人コンサルタントを雇用し、2010 年 4 月 17 日から 5 月 21 日までの間、終了時評価調査を実

施しました。 

本報告書は、現地調査や協議の内容・結果をまとめたものであり、今後の協力事業の更なる

発展の指針として広く活用されることを願うものです。 

最後に、調査の実施にあたりご協力をいただいた内外の関係各位に対し、心より感謝の意を

表します。 

 

2010 年 8 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地球環境部長 中川 聞夫 
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第 1 章 終了時評価の概要 

 
1.1 背景 

ラオス政府は経済社会環境面で極めて重要な役割を果たしている森林セクターについて、長

期的な開発目標、政策及び重要な活動項目を明らかにする 2020 年森林戦略を策定した。 

森林戦略は貧困削減への寄与を森林セクター開発の上位目標とし、直接目標として、１）地

域における生産体系の一環として健全で広範な森林の維持、２）森林より得られる家計及び国

家財政収入の安定的拡大、及び３）生態系等環境保全機能の発揮、の 3 点を挙げ、146 の活動

項目を提示している。また、各活動項目の実施は基本的には関連機関が責任を持つものである

が、戦略の適格な実施を確保するため、期間を限って戦略実施体制を特別に設置し、戦略実施

の促進・モニタリング等を行うこととしている。 

2020 年森林戦略の作成に支援を行った JICA 及び Sida は森林戦略実施促進を支援するための

プロジェクトを共同で実施することとし、2006 年 4 月より 2010 年 9 月までを期間とする当該

プロジェクトの実施について 2006 年 5 月にラオス政府農林省と合意した。 

 
1.2 調査の目的 

今回の調査では 2010 年 10 月のプロジェクト終了を前に、今までの協力実績及び実施のプロ

セスを確認し、JICA、Sida、及びラオス林野局（DOF）と共にプロジェクトの評価を行う。本

調査の目的は、以下のようにまとめられる。 

（1） プロジェクト終了間際での成果、活動実績、投入実績、計画達成度を PDM や活動計

画に基づき確認する。 

（2） 評価 5 項目の観点からプロジェクトを評価し、プロジェクト終了に向けた課題・懸念

事項を明確化し、解決方法を検討する。 

（3） 次期プロジェクト（森林セクター能力強化プロジェクト）への留意点、教訓を導き出

す。 

 

1.3 評価実施者の構成 

本終了時評価は、Sida、JICA、及びラオス側林野局と協議の上、中間レビュー調査を実施し

たアメリカ人コンサルタント Dr. Paula J. Williams 氏を雇用し評価報告書を作成し、同氏作成の

報告書を元に、Sida、JICA、及びラオス側林野局が評価結果を承認するプロセスを取った。評

価結果承認者は以下の通り。 

 

氏名 職位 

1) 米山 芳春 JICA ラオス事務所次長 

2) Ms. Lisbet BOSTRAND Sida 一等書記官 

3) Dr. Silavanh SAVATHVONG ラオス農林省林野局長 
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1.4 評価調査日程 

コンサルによる調査期間：2010 年 4 月 17 日（土）～5 月 21 日（金） 

評価結果承認日：2010 年 6 月 4 日（金） 

 
1.5 対象プロジェクトの概要 

【プロジェクト目標】 

森林戦略 2020 の初期 5 ヵ年の実施に関して、実施計画の策定とモニタリングの実施、関係機

関との対話、重要政策関連活動項目に関する制度の提言を行うことにより、森林セクターの計

画・管理能力が強化される。 

 

【上位目標】 

森林セクターにおける適切な計画・運営を通して、ラオス国における持続的かつ生産的な森

林利用が促進される。 

 

【成果】 

成果 1：森林セクター開発及び森林戦略実施促進における森林戦略事務局及び林野局計画

課の管理、モニタリング、評価能力が改善される。 

成果 2：森林戦略実施及びセクター管理全体を強化するため、森林戦略 2020 の重要政策課

題が支援される。 

 

【活動】 

活動 1-1：森林戦略実施計画の策定 

活動 1-2：森林戦略 2020 実施のモニタリング、報告、及び評価 

活動 1-3：関係者協議 

活動 1-4：セクター管理に関する人材開発と研修 

活動 1-5：関連課題の地域内・国際ワークショップ・会合への参画 

 

活動 2-1：政策策定・情報公開 

活動 2-2：参加型土地・森林計画、分配、及び管理 

活動 2-3：森林活動による地域所得の向上に資する取組みの試験的実施 

活動 2-4：森林炭素取引、及び REDD 活動の支援・調整 

 

1.6 終了時評価の手順と方法 

以下の手順で終了時評価調査を実施した。 

 

 項目 調査手順 

1 調査計画の作成 JICA、Sida、及び DOF が作成した TOR に基づき、プロジェ
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4 月 19 日（月）～21 日（水） クト関係者と協議の上、コンサルタントが終了時評価の詳細

計画を作成した。 

2 Start-Up 会合（三者協議） 

4 月 22 日（木） 

コンサルタントが作成した調査計画に基づき、JICA、Sida、

及び DOF が内容を協議し、調査方針を決定した。 

3 関係書類のレビュー 

4 月 19 日（月）～5 月 14

日(金) 

プロジェクトドキュメント、PDM、プロジェクト進捗報告書、

プロジェクトの成果品、三者協議議事録、関連分野報告書等

の関係書類をコンサルタントがレビューし、終了時評価にか

かる情報を収集した。 

4 関係者へのインタビュー 

4 月 19 日(月)～5 月 21 日

(金) 

プロジェクト関係者（JICA、Sida、DOF）、ラオス関係者（DOP、

DOFI、NAFRI、NAFES、NLMA、WREA、NUOL）、ドナー

関係者（SDC、GTZ、WB、フィンランド）、関連プロジェ

クト関係者（SUFORD、CliPAD 等）、NGO（IUCN、WWF

等）、民間セクター（Lao Wood Processing Association 等）へ

のインタビューをコンサルタントが行い、終了時評価にかか

る情報を収集した。 

5 関連会議への出席 

4 月 23 日（金）、26 日（月） 

5 月 14 日（金） 

プロジェクトに関係する参加型土地利用計画マニュアル開

始セレモニー（4 月 23 日）、REDD タスクフォース会合（4

月 26 日）、森林サブワーキンググループ会合（5 月 14 日）

への参加を通じて、終了時評価にかかる情報を収集した。 

6 現場視察 

5 月 10 日（月） 

コンサルタントが、ルアンパバーンでのチーク認証パイロッ

ト活動（ゴック・ギウ村）を視察すると同時に、関係者への

聞き取りを通じてパイロット事業の成果を確認した。 

7 進捗会議（三者協議） 

5 月 17 日（月） 

コンサルタントが作成した調査報告書（案）に基づき、JICA、

Sida、及び DOF が内容を協議した。 

8 JICA 本部への終了時評価

調査報告会（TV 会議） 

5 月 19 日（水） 

コンサルタントが作成した調査報告書（案）に基づき、日本

での関係者（林野庁、JICA 本部地球環境部）、及びラオス

での関係者（DOF、JICA ラオス事務所、Sida）で TV 会議に

より内容を協議した。 

9 調査報告書作成 

4 月 19 日（月）～5 月 21

日(金) 

コンサルタントが上記 3～6 の調査結果、及び 7～8 のコメン

トを受けて、調査報告書を取りまとめた。 

10 報告書承認（三者協議） 

6 月 4 日(金) 

コンサルタントが 9 で作成した最終報告書に基づき、JICA、

Sida、及び DOF が内容を協議し、報告書を承認した。 

 

【評価の基準】 

終了時評価は JICA のプロジェクト評価ガイドラインおよび 5 項目評価基準に沿って実施し

た。5 項目評価基準とは次のとおりである。 
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1）妥当性 

ラオス政府の開発方針および受益者のニーズとプロジェクト目標、上位目標が整合性を持っ

ているかどうかを問う視点。 

 
2）有効性 

プロジェクトに期待された便益が計画どおり達成されたかどうか。また、それらの便益はプ

ロジェクトの結果としてもたらされたものかどうかを問う視点。 

 
3）効率性 

実施過程における生産性を検証する。すなわち、プロジェクトの投入が効率的に成果に転換さ

れたかどうかを問う視点。 

 
4）インパクト 

プロジェクトの実施により生じる直接的あるいは間接的、正あるいは負のインパクトインパ

クトを問う視点。上位目標への寄与についてのインパクトも含まれる。 

 
5）自立発展性 

プロジェクトがラオス政府により継続して実施されるかどうか、またプロジェクトによって

惹起された便益が国家政策、技術、制度、財務的な状況のもとで持続できるかどうか、を問う

視点。 
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第 2 章 終了時評価要約表 

１. 案件の概要 

国名：ラオス 案件名：森林戦略実施促進プロジェクト（FSIP） 

分野：森林資源管理 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：ラオス事務所 協力金額（評価時点）：1.8 億円 

 

協力期間 

(R/D): 2006 年 4 月～2010 年 9 月 

（4.5 年間） 

先方関係機関：農林省 林野局（MAF DOF） 

日本側協力機関：農林水産省林野庁 

他の関連協力：スウェーデン国際開発協力庁（Sida）

１-１ 協力の背景と概要 

2005 年 8 月ラオス政府は森林の保全回復及び貧困削減への森林セクターの貢献を大きな目的とし、

146 項目の具体的な行動提案等からなる森林戦略 2020 を採択した。森林戦略の作成に支援を行ってき

た JICA 及び Sida は森林戦略の実施促進を支援するためのプロジェクトを共同で実施することとし、

DOF をカウンターパート機関に 2006 年 4 月より 2010 円 9 月までの予定で開始された。本プロジェク

トが終了半年前にあたるタイミングにて、プロジェクトの実施プロセス、具体的な成果及び今後の課

題を客観的に評価・検証するため、本終了時評価が実施された。 

 

１-２協力内容 

（１）上位目標 

森林セクターにおける適切な計画・運営を通して、ラオス国における持続的かつ生産的な森林利用

が促進される。 

 

（２）プロジェクト目標 

森林戦略 2020 の初期 5 ヵ年の実施に関して、実施計画の策定とモニタリングの実施、関係機関との

対話、重要政策関連活動項目に関する制度の提言を行うことにより、森林セクターの計画・管理能力

が強化される。 

 

（３）成果 

森林セクター開発及び森林戦略実施における森林戦略事務局及び林野局計画課の管理、モニタリン

グ、評価能力が改善される。 

森林戦略実施及びセクター管理全体を強化するため、森林戦略 2020 の重要政策課題が支援される。

 

（４）投入（評価時点） 

（日本側） 

長期専門家：3 名（108 M/M：プロジェクト終了時までの計画を含む） 

短期専門家：1 名（0.5 M/M） 

本邦への研修員受入れ：6 名 

機材供与： 約 7.4 百万円 

ローカルコスト負担：約 53.0 百万円 
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（Sida 側） 

ローカルコスト負担：約 110.4 百万円 

（ラオス側） 

人員配置（カウンターパート 10 名配置） 

土地・施設提供（DOF 内の 2 室をプロジェクト事務所として提供） 

ローカルコスト負担：事務所の電気代と水道費 

２. 評価調査団の概要 

 調査者 【評価結果承認者】 

米山 芳春        JICA ラオス事務所次長 

Ms. Lisbet BOSTRAND    Sida 一等書記官 

Dr. Silavanh SAWATHVONG  ラオス農林省林野局長  

【調査実施者】 

Dr. Paula J. Williams 個人コンサルタント 

調査期間 2010 年 4 月 17 日～5 月 21 日(現地調査期間) 評価種類：終了時評価 

３.評価結果の概要 

３-１ 実績の確認 

（１）活動 

DOF、JICA、及び Sida の各代表で構成される運営委員会は毎年 11 月頃に年間活動計画、年央に活

動状況報告・活動計画見直し等を合意により決定する形態をとっている。この運営委員会の決定によ

り、プロジェクトは極めて柔軟に運営され、当初の計画にあった活動を実施しなかったり、計画にな

かった活動を実施したりした。 

 

（２）成果 

成果１：森林セクター開発及び森林戦略実施における森林戦略事務局及び林野局計画課の管理、モニ

タリング、評価能力が改善される。 

6 つある指標のうち、1 つが概ね達成され、4 つが部分的達成、1 つが未達成であった。 

森林戦略実施マトリックスの第一ドラフトは 2007 年 11 月の関係者協議で策定されたが、その後改

訂されていない（未達成）。 

森林セクター全体の進捗報告書は 2009 年 9 月の森林サブワーキンググループ（FSWG）会合のために

準備されたが、森林戦略実施については言及されていない。森林セクター動向モニタリングのための

指標報告書は 2006 年に策定され、2007、2008、及び 2009 年にそれぞれ改訂されている（部分的達成）。

2006 年 7 月以降 9 回の FSWG が開催された。最初の 2 年は年 3～４回開催されたが、過去 2 年は年に

1 度しか開催されていない（部分的達成）。 

正式な形での関係者（関係省庁、ドナー、NGO、民間セクター等）協議は 2007 年 11 月に開催され

たのみ。しかしながら REDD 等、様々な形での関係者協議は実施されている（部分的達成）。 

地域内、国際ワークショップやセミナーへの参加を支援している。また、英語、IT、県職員に対する

報告書作成の研修が提供されているが、指標やモニタリング開発に関する研修は実施されなかった（部

分的達成）。 
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森林セクターへの財政支援は 2005 年には全く無かったが、2010 年には REDD 関連の支援を含め様々

な財政支援が得られるようになっている（概ね達成）。 

 

成果２：森林戦略実施及びセクター管理全体を強化するため、森林戦略 2020 の重要政策課題が支援さ

れる。 

5 つの指標のうち、2 つが概ね達成され、他の 3 つが部分的に達成されている。 

2007 年の改正森林法と野生生物法をはじめ、森林関連の法制度整備が支援された。また、2 つの法

令の印刷・配布がなされた（概ね達成）。 

毎年、学童及び関係者に対して生物多様性保全に対する意識向上活動を実施した。植林の日（6 月 1

日）と生物多様性保全の日（7 月 13 日）に、小学校でキャンペーンを行い、ポスターやノートの配布

を行った（部分的達成）。 

テレビを通じて主要な課題の情報を発信した。森林戦略 2020 の実施、土地森林利用に関するビデオ

が作成され、チーク植林やラタン管理に関する情報が新聞で報道された（部分的達成）。 

FSIP で開発・試行された幾つかの方策は、制度化され MAF に正式に承認されている。広がり始めて

いるものには、参加型土地利用計画マニュアル、森林及び野生生物法の村落マニュアル等がある。小

規模チーク認証や非木材林産物（NTFP）の村落による管理・販売の試行は継続中であり、まだ完了し

ていない（部分的達成）。 

FSIP は、FCPF（森林炭素パートナーシップ基金）の Readiness Plan の企画・調整に多大の貢献をし

てきた。REDD タスクフォースへの支援、REDD に関するセミナーの開催等を行い、他ドナーとの調

整においても中心的な役割を担ってきた（概ね達成）。 

 

（３）プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標：森林戦略 2020 の初期 5 ヵ年の実施に関して、実施計画の策定とモニタリングの

実施、関係機関との対話、重要政策関連活動項目に関する制度の提言を行うことにより、森林セクタ

ーの計画・管理能力が強化される。 

2 つの指標のうち、1 つは概ね達成、1 つは部分的に達成されている。 

森林サブワーキンググループ、REDD タスクフォース、参加型土地森林利用計画マニュアルの開発、

チーク認証等の活動で様々な関係者との協力関係が構築された。また、REDD を通じて多くの財政支

援が行われるようになった。以上から組織的枠組みは強化されたといえる（部分的達成）。 

2007 年の改正森林法、野生生物法を中心とした関連法規の整備・普及、チークや NTFP 管理といった

パイロット事業の実施、REDD の調整等を通じて森林戦略実施が支援された（概ね達成）。 

 

（４）上位目標の達成度 

上位目標：森林セクターにおける適切な計画・運営を通して、ラオス国における持続的かつ生産的な

森林利用が促進される。 

3 つの指標のうち、2 つは達成される見込み。1 つは情報が入手できない状況にある。 

本プロジェクトは森林セクター全般に対する計画立案・運営能力強化を目的とし、プロジェクト実

施を通じて森林セクターの適切な計画・運営枠組みが形成され、その枠組みを運営する能力が強化さ

れたといえる。また、今後もラオスにおける森林セクターは重要であり、国内外からの投入は継 
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続すると考えられることから、森林セクターにおける計画運営枠組みが適切に機能していく可能性は

高い（達成見込み）。 

森林率は 1992 年の 47.2％、2002 年の 41.5％に対し、2010 年に暫定的に概算された値では 40.6％と

なっており、森林の減少は軽減されているといえる（達成見込み）。 

天然材木材付加価値の伸び率は現時点で情報未入手。 

 

３-２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高いと判断される。 

MAF の 5 ヵ年計画（2006-2010）では、重点項目として①食料安全保障、②商品作物栽培奨励、③

焼畑安定化、及び④持続的森林管理、の 4 つをあげている。森林戦略 2020 は森林セクター管理に関す

る上位計画として MAF が作成し政府の了承を得たものであり、その実施促進を目的とする本プロジェ

クトは ODA 事業として適格であり、ラオス政府の政策とも合致するものである。 

対ラオス国別援助計画（2006 年 9 月）において 1 つ目の援助目標として「『人間の安全保障』の視

点から貧困削減を実践すべく、MDGｓ（ミレニアム開発目標）の達成に向けた着実な歩みを支援する」

とあり、これに係る 6 つの重点分野の 3 点目として「農村地域開発及び持続的森林資源の活用」があ

げられ、4 つの課題が示されている。本案件の森林戦略 2020 の実施促進は、4 つの課題のうち「農業・

森林保全分野の政策実施・制度構築」に直接貢献するものである。 

また、本案件が実施した参加型土地利用計画マニュアル策定、小規模チーク認証事業、NTFP 管理等

の活動は、森林と深い関わりのある地域住民を直接対象にするものであり、地域住民の生計向上ひい

ては、貧困削減につながる活動である。 

 

（２）有効性 

本プロジェクトの有効性は高いと判断される。 

本プロジェクトは様々な関係者との協力関係の構築により森林戦略 2020 を効果的に促進する組織

的枠組みが構築・運営され、関連法規の整備・普及、パイロット事業の実施、REDD の調整等幅広い

森林戦略 2020 の実施を通して、プロジェクト目標である森林セクターの計画・管理能力の強化がある

程度達成されたといえる。 

成果１の林野局計画課のセクター管理能力改善、及び成果 2 の重要政策課題への対応ともにプロジ

ェクト目標達成への貢献度は高かったといえる。特に成果 2 で行った森林に関する法制度整備及び普

及、森林利用に関する権利関係の明確化及び周知、参加型土地・森林計画マニュアルの策定、植林等

転換用荒廃森林調査手法の開発、小規模チーク認証等のパイロット事業の支援、REDD に関する事業

の企画・調整は森林セクターの計画・管理能力の強化に大きく貢献した。 

本プロジェクトは、柔軟かつ、プロセス重視で実施することにより、計画通りに実施されなかった

活動もあるが、REDD 等森林セクター喫緊の課題に対応することで、森林セクターの計画・管理能力

の強化に貢献したといえる。 

 

（３）効率性 

本プロジェクトの効率性は概ね高いと判断される。 



 

9 
 

本プロジェクトは森林戦略実施状況及びセクター動向のモニタリング結果等を関係者に提示・協

議することなど限定された投入により森林戦略に定めた活動項目実施への関心・支援・投入を増大・

調整しようというものであり、本来的に高い効率性を目的としている。 

本プロジェクトは Sida と共同実施で行われ、JICA は長期・短期専門家派遣、資機材供与、本邦研修

員受入と事業経費の一部支援、Sida はその他プロジェクト事業経費を負担した。専門家と本邦研修費

を除いた JICA の投入は 60.4 百万円であり、Sida の投入は 110.4 百万円であった。共同実施により、我

が国からの投入を大幅に削減することにつながった。 

JICA のチーフアドバイザー及び Sida の担当職員は本プロジェクト開始前の森林戦略 2020 の策定か

らラオス林野局への支援に携わり、ラオス側から多大の信頼を得ている。長年にわたって築かれた三

者の良好な関係が、プロジェクトの柔軟性を高める上で重要な要素になった。 

当初の計画では、森林戦略事務局が森林戦略実施のモニタリングを実施することになっていたが、実

際にはほとんど機能することがなかった。しかしながら、林野局計画課が中心となり各種調整・協調

で積極的な役割を担った。林野局全体に人材が不足し、カウンターパートもプロジェクト業務だけで

なく他の日常業務を抱えているため、幾つかの事業で遅れが見られた。 

 

（４）インパクト 

プロジェクト実施により以下のようなインパクトが認められ、3～5 年後に上位目標が達成される可

能性は高い。 

本プロジェクトは森林セクター全般に対する計画立案・運営能力強化を目的とし、プロジェクト実

施を通じて森林セクターの適切な計画・運営枠組みが形成され、その枠組みを運営する能力が強化さ

れたといえる。また、今後もラオスにおける森林セクターは重要であり、国内外からの投入は継続す

ると考えられることから、上位目標の発現が期待される。 

森林率は 1992 年の 47.2％、2002 年の 41.5％に対し、2010 年に暫定的に概算された値では 40.6％とな

っており、森林の減少は軽減されているといえる。以上から上位目標である持続的生産的な森林利用

が促進されていく可能性は高い。 

本プロジェクトは政策レベルでの活動を主体としているが、森林戦略 2020 は貧困削減の観点から提

示されているものであり、間接的に森林に依存する地域住民、特に貧困層に対し生計向上等のインパ

クトを有する。特にルアンパバーン県の小規模チーク認証パイロット事業では、チーク販売による参

加農民の収入が格段に増加し、隣村の地域住民も多大の関心を持っている。現在、他村への活動の拡

大が検討されている。 

 

（５）自立発展性 

本 プロジェクトの自立発展性は、概ね高いと判断されるが、自立発展性を確保するための方策につい

てさらなる検討が必要である。 

本プロジェクトが支援したセクター全体を視野に入れたセクターモニタリング・管理及び政策・制

度の検討・立案等はプロジェクト終了後も政府職員が通常業務の中において行っていくものである。

したがって、本プロジェクトを通じて強化された組織・人的能力はプロジェクト終了後も維持・発展

するものと考えられる。 

慢性的な資金不足を解決するための継続的な努力は必要とされる。セクター全体の資金問題を解 



 

10 
 

決するために森林法で森林開発基金についての記述があるが、現時点で森林開発基金が十分な資金を

確保しているとは言いがたい。 

プロジェクトでは参加型土地利用計画マニュアルを始め、多くの手法、アプローチ、マニュアル等

を開発してきたが、慢性的な予算不足のため、それらの活用はドナーの資金、及び限られた政府予算

の中での活用とならざるを得ない。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること 

‐ 本プロジェクトは林野局、JICA、Sida の共同実施プロジェクトであり、通常の JICA プロジェク

トの JCC の代わりに三者会議が定期的に開催され、柔軟性の高い意思決定がなされた。 

‐ Sida との共同実施について、JICA の専門家派遣と機材、在外事業強化費に加えて、林野局による

Sida 資金の柔軟な活用によって実施されてきたことが、臨機応変な対応が必要な本プロジェクトの円

滑な実施を可能にした。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

‐ 本プロジェクトは林野局長より、林野局の中心的プロジェクトとして位置付けられ、林野局の高

いオーナシップのもとに、プロジェクトが運営された。 

‐ SDC、GTZ、SUFORD、CliPAD、TFT、WWF 等他ドナー、プロジェクト、NGO との資金面だけ

でなく、活動管理における協調により、様々な活動が実施された。これらの協力が、小額の予算及び

限られた人材の中で、様々な活動を実施できた要因の一つとなった。 

‐ 専門家が林野局の意思決定を担当する責任者と日々接して業務を進めてこられた背景には、チー

フアドバイザーが長年のラオスでの経験を持ち、林野局、Sida 双方から信頼を得ていたこと、及びチ

ーフアドバイザーと専門家間の意思疎通、信頼関係などプロジェクトを実施するために十分な体制が

構築されていたことが重要な要因として考えられる。 

 

３-４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること 

‐ 森林戦略 2020 の実施が、どのように政府の 5 ヵ年及び年度計画策定、予算配分、事業実施と関わ

るのか事前に十分に検討する必要があった。 

‐ 森林戦略 2020 自体が、新たな政策・課題、組織改変等によりセクター全体の運営が変わらざるを

得ないことを予期することが出来なかった。 

‐ プロジェクトは、林野局、NAFRI、NUOL、NAFES、及び NLMA の上級職員から構成される森林

戦略事務局の大きな関与を想定していたが、これらメンバーが日常業務で多忙であったことから、本

事務局が十分に機能できなかった。 

‐ 計画されていた一部の活動は実施されず、一部の活動は遅れが見られた。特にプロジェクト前半

では野心的な部分が多く、活動があまりにも多すぎた。プロジェクト後半に向けて、いくつかの活動

は削除したが、林野局の当初の要請に対して、十分に内容を検討できていなかった部分があった。 

 

（２）実施プロセスに関すること 
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‐ Sida 資金の受け取りが遅れることがあり、一部の活動実施が遅れる要員となった。Sida 資金は、

ラオスの財務省が受け取った後、林野局の銀行口座に転送されるシステムになっていたが、財務省及

び林野局の会計報告書のやり取りの問題等から手続きが遅れることが頻発した。 

 

３-５ 結論 

FSIP は、林野局長及び林野局内で政策立案の中止的な役割を担当する林野局計画課長、スタッフを

カウンターパートとして、森林戦略 2020 の目標達成に関する施策実施、5 ヵ年計画の立案、実施、評

価等に関する幅広い支援を実施するとともに、REDD 等国際社会で議論が進められている新たな森林

政策等の課題等についても柔軟な対応を行ってきており、林野局、他のドナー等から高く評価されて

いる。 

また、そのような中で共同実施機関である Sida をはじめとして、森林分野で協力プロジェクトを実

施している GTZ（ClipPAD）、世界銀行＋フィンランド（SUFORD）等とも連携し、政府の FSWG（森

林サブワーキンググループ）、REDD タスクフォース等における調整の中心的役割を果たしてきてい

る。 

林野局の組織は、森林監査局等の新設で職員数が減少しており、森林戦略、5 ヵ年計画の実施に加

えて、新たな課題である REDD 等への取組みを行うためには、本局職員の政策立案、実施に必要な PCM

手法や語学力、リモートセンシングに関する知識等を含めた基礎的能力の向上、地方の関係職員にお

ける政策課題の調査分析能力の向上が課題となっており、プロジェクトによる OJT と必要な集合・派

遣研修の組み合わせによる支援を継続する必要がある。 

また、FSIP の専門家は本来のプロジェクト活動のほか、PAREDD、環境プログラム無償、2009 年度

二次補正（気候変動対策緊急支援）によるノンプログラム無償など JICA 及び日本政府が行う森林分野

の協力に関して、企画、立案、実施への様々な支援を実施してきている。  

 

３-６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

次期プロジェクトに向けた対応（プロジェクトへの提言） 

次期プロジェクト（森林セクター能力強化プロジェクト）は 2010 年 10 月から開始予定である。次

期プロジェクトで全ての活動が自動的に継続することを期待するのではなく、可能な限り本プロジェ

クト実施期間にある程度の区切りをつけるべき。ただし、長期的な支援が必要な活動については、他

資金源の活用を検討した後、最終的に次期プロジェクトでの支援を検討すべき。 

 

プロジェクト文書の整理（プロジェクトへの提言） 

プロジェクトに関する基本文書（R/D、三者合意文書、プロジェクトドキュメント、中間レビュー報

告書等）を整理し、プロジェクト完了報告書には膨大なプロジェクト成果をリスト化し、重要なプロ

セスとともに記録に残しておくことが望まれる。 

 

次期プロジェクトに向けた提言 

‐ 次期プロジェクト開始後の 2010 年 10～12 月は、プロジェクトの詳細計画を策定する時期として

位置づけるべき。 

‐ 次期プロジェクトの内容を精査し、「REDD 調整への支援」、あるいは「林野局職員の能力強化」

等プロジェクトの焦点を絞るべき。 
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‐ 支援の形態は、①JICA 単独支援、②JICA＋他ドナーとの共同実施、③JICA＋複数ドナーによるバ

スケットファンドの 3 パターンが考えられる。 

‐ Sida に代わる共同実施ドナーが確定していない中、次期プロジェクトについては柔軟性を持たせ

た設計が望まれる。JICA が支援すべき活動は何か、他ドナーが支援すべき活動は何かを明確にしてお

く必要がある。 

 

３-７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、運営管

理に参考となる事柄） 

森林戦略の日常業務へのリンク 

 本プロジェクトは実施計画の準備、重要政策関連活動の支援、実施モニタリング等を通じた長期戦

略の実施促進に焦点をあてている。しかしながら、森林戦略実施促進は国家社会計画やセクター５ヵ

年計画に基づき年度計画や予算が策定される政府の通常の計画システムと必ずしもリンクしていな

い。森林戦略が長期的なビジョンを提供しても、それを日常業務計画に結びつけることは簡単ではな

かった。 

 

長期的戦略改訂の必要性 

 土地問題、政策・戦略の変更、組織改変、気候変動、森林炭素、REDD 等新たな状況への対応の必

要性から森林戦略自体が次第に時代に適合しなくなりつつある。これは長期的戦略においては常に直

面する問題である。状況に応じて戦略の定期的な改訂も検討しなければならない。 

 

森林戦略事務局の形骸化 

 プロジェクトでは森林戦略事務局がセクター業務の進捗と実施をモニタリングすることになってい

たが、事務局のメンバーが日常業務を数多くかかえ、新たな追加的業務を実施する余裕がなかったこ

とにより、事務局はほとんど機能しなかった。そのため、林野局計画課長が当初事務局に期待されて

いた役割を実質的に担うことになった。 

 

森林サブワーキンググループ（FSWG）の役割の明確化 

FSWG はドナー会合の場として、農業・農村開発ワーキング･グループ下の 5 つのサブワーキンググ

ループの一つとして位置づけられている。プロジェクトは FSWG の事務局の役割を担っているが、よ

り効果的にセクター支援を行うために、FSWG の役割を明確にする必要があるとプロジェクト及び林

野局から認識されている。 

 

３-８ フォローアップ状況 

該当なし 
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